
1'-司・・1

l
i
 

-

-

・1

カ
カ

カ
ガ
カ
ヂ
ケ
イ
ズ
ヨ
ウ
加
賀
鍛
治
薬
園
者
紳

戸
襲
牛
軒
の
著
。
襲
牛
軒
は
文
化
・
文
政
頃
の
加
賀

務
士
制
戸
礎
短
で
、
話
時
開
坦
し
て
ゐ
た
鍛
冶
家
に

就
き
、
そ
の
系
闘
等
を
調
査
し
て
こ
の
替
を
成
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。

カ
ガ
カ
ハ
加
賀
草
加
賀
か
ら
産
す
る
大
競
・
小

磁
の
革
は
名
品
と
稽
せ
ら
れ
た
。
大
競
革
に
あ
っ
て

は
奈
良
の
産
が
よ
か
っ
た
が
、
小
鞍
草
は
掠
に
加
賀

の
も
の
を
優
等
と
せ
ら
れ
た

o
g女
五
枚
羽
子
板
に

『
あ
か
ら
の
胴
に
加
賀
草
〈
れ
、
〈
れ
な
ゐ
の
翻
ぺ

絡
千
鳥
が
け
に
か
け
さ
せ
』
と
あ
る
。
加
賀
務
で
は

時
々
・
小
競
革
そ
幕
府
に
滋
献
す
る
こ
と
が
あ

b
、
鑓

に
天
和
三
年
十
ご
用
廿
五
日
そ
の
他
闘
に
輪
出
を
禁

ず
る
の
令
を
渡
し
て
ゐ
る
。

カ
ガ
キ
加
賀
記
一
加
。
越
賀
線
記
叉
は
越
賀

杷
と
い
ふ
も
の
a
h

下
容
で
、
加
賀
志
と
も
い
ひ
、
一

向
一
授
時
代
の
加
賀
の
事
そ
記
し
て
あ
る
。
そ
の
上

容
に
は
越
前
記
の
外
題
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。

カ
ガ
ギ
ヌ
加
賀
絹
加
賀
に
絹
を
産
す
る
こ
と

は
、
延
寓
民
部
省
式
に
加
賀
閥
絹
百
六
十
こ
疋
と

し
、
主
計
式
の
加
賀
凶
の
澗
に
も
記
載
L
た
る
を
初

見
と
す
る
。
叉
義
経
記
に
も
、
富
樫
介
が
排
鹿
に
加

賀
の
上
品
五
十
疋
を
奥
へ
た
と
記
さ
れ
、
道
奥
様
后

の
間
同
級
担
に
、
『
同
じ
闘
も
と
を
ち
を
逝
り
侍
り
け

る
に
、
人
の
き
ぬ
を
織
け
る
そ
見
侍
り
て
。
誰
か
も

と
お
り
そ
め
つ
ら
ん
よ
ろ
こ
び
を
加
ふ
る
闘
の
き
ぬ

の
た
て
ぬ
き
』
と
い
ひ
、
近
代
に
て
は
駿
府
政
事
録

に
、
臨
長
十
九
年
七
用
十
三
日
前
回
利
長
の
臣
前
田

劉
馬
守
外
三
人
が
家
康
に
謁
し
た
時
に
も
、
各
加
賀

絹
五
十
疋
宥
献
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
絹
布
置
費
担
に

加
賀
絹
を
載
せ
て

4
極
上
品
を
諾
加
賀
と
い
ふ
。
諾

• 
--e 

諜
飯
や
・
入
れ
、
或
は
遜
鋲
脅
打
ち
、

R.
つ
鎮
の
聞
に

花
紋
等
脅
散
ら
し
て
あ
る
も
の
や
・
い
ふ
。
そ
の
製
作

は
細
街
で
あ
る
が
、
品
位
争
一
紋
き
、
孔
重
き
に
失
す

る
鍛
点
が
あ
る
と
い
は
れ
た
。

カ
ガ
ゴ
ト
ウ
加
賀
後
藤
加
賀
に
土
着
し
た
白

一
鋭
附
後
藤
氏
の
窓
山
内
で
、
越
後
か
ら
来
た
後
膝
消
軍

カ
ガ
グ
ウ
ケ
ヨ
ウ
加
賀
郡
家
者
一
加
。
諒
回
一
の
系
に
臨
す
る
も
の
や
・
指
・
す
。

鳳
卿
著
。
河
北
郡
小
坂
庄
三
一
池
は
王
朝
の
郡
街
の
あ
一
ガ
ガ
ゴ
ト
ウ
加
賀
後
藤
加
賀
滞
の
維
や
・
受
け

っ
た
地
で
、
そ
の
村
の
跡
祉
は
式
内
部
家
前
社
で
あ
一
・
た
後
陳
氏
の
持
味
で
、
京
都
在
住
上
後
藤
と
い
は
れ

b
、
=
一
泊
は
み
や
け
の
特
穏
な
る
こ
と
や
・
波
文
で
鶴
一
た
後
醗
鍵
来
、
及
び
下
後
騰
と
い
は
れ
た
後
膝
樹
来

い

で

あ

る

。

一

の

統

や

・

受

け

る

も

の

そ

い

ふ

。

カ
ガ
タ
ロ
ウ
ダ
ン
下
愚
老
議
ご
加
。
行

mm罰
↑
カ
ガ
コ
バ
ン
加
賀
小
判
加
賀
滞
の
初
期
に
於

周
箸
。
滞
侯
の
先
祖
代
々
徳
義
武
功
等
、
三
十
凶
領
一
い
て
鍛
造
し
た
小
判
金
の
総
務
で
、
牛
舌
小
判
金
・

分
次
第
並
中
古
在
城
の
地
、
御
問
姓
の
あ
ら
ま
し
、
一
脈
金
小
判
金
・
上
手
小
判
金
・
上
手
脈
金
小
判
金
・
加

そ
の
他
滞
士
の
行
朕
等
に
就
き
日
常
心
得
ぺ
き
傑
惜
別
一
斑
小
判
金
・
梅
輪
内
小
判
金
・
菊
小
判
金
・
桔
卸
小
判

を
風
情
げ
て
説
明
し
た
も
の
で
、
本
多
政
益
の
序
、
文
一
念
等
の
総
額
が
あ
る
o

J
キ
y
カ
金
貨
。

化
六
年
十
二
月
奥
村
街
之
の
験
、
七
年
六
月
前
削
孝
一
カ
ガ
ゴ
ホ
9

加
賀
郡
加
賀
郡
の
名
は
も
と
賀

始
の
肢
が
あ
る
。
叉
霊
修
下
院
研
老
議
は
、
前
著
の
鎌
一
我
ハ
叉
は
加
宜
〉
閥
遣
の
治
問
別
で
あ
っ
た
か
ら
起
台
、

日
を
加
減
し
、
向
註
や
.
添
ヘ
、
女
輩
脅
洗
練
し
た
も
↑
=
一
越
分
置
に
・
及
ん
で
越
前
に
回
し
た
。
郡
名
の
初
見

の

で

あ

る

。

一

は

E
h
H院
文
智
天
平
=
一
年
ご
用
の
越
前
倒

E
積
幌

カ
ガ
ヨ
ヨ
タ
フ
ヨ
ウ
加
賀
古
国
府
者
一

mm。
一
で
、
次
い
で
天
平
rH一
年
間
コ
一
月
の
越
前
倒
郡
稲
帳
に

・
諮
問
鳳
卿
説
。
能
楽
部
凶
府
村
の
地
が
、
王
朝
の
閥
一
も
そ
の
名
が
あ
る
。
滋
抑
制
集
に
は
天
平
勝
貸
元
年
十

府
で
、
そ
の
附
廷
に
古
践
の
残
れ
る
こ
と
そ
記
し
て
一
ご
月
越
前
抜
大
伴
泊
中
.
の
寄
般
に
到
=
来
加
賀
郡
境
-

あ

る

。

一

の

蹄

見

え

、

天

平

勝

貨

七

年

九

用

の

越

前

凶

織

物

牧

カ
ガ
ヨ
セ
キ
コ
ウ
加
賀
古
跡
奪
回
加
。
梢
部
一
納
艇
に
加
賀
郷
が
あ
る
。
約
日
本
紀
に
は
、
天
平
賀

鍵
響
。
一
部
脅
一
加
と
し
、
渡
端
に
郡
名
の
起
源
、
一
宇
一
丸
年
ご
周
に
越
前
附
加
賀
鴻
少
領
誕
公
勝
石
が
あ

郷
庄
の
名
抑
制
脅
注
解
し
、
次
に
古
今
地
名
考
・
古
城
一
っ
て
幽
倒
せ
ら
れ
、
間
六
年
十
月
勧
海
閥
使
そ
越
前

跡
・
延
書
式
内
跡
赴
附
郷
村
跡
祉
故
白
・
寺
院
古
跡
附
一
凶
加
賀
郡
に
安
置
供
給
し
、
貸
錨
七
年
十
二
且
紀
に

穂
門
放
伐
・
雑
事
解
説
・
名
前
山
川
・
古
今
産
物
に
編
一
は
劫
掠
使
人
ま
た
越
前
倒
加
賀
郡
に
漂
着
し
た
こ
と

次

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

が

あ

る

。

日

本

題

提

抱

に

は

、

越

前

加

賀

郡

人

秘

江

カ

ガ

コ

テ

加

賀

範

手

臣

成

刀

自

女

の

事

蹴

や

・

記

し

て

賀

範

元

年

の

こ

と

な

へ
る
銘
の
絹
あ
り
。
是
に
類
す
る
絹
な
し
。
珠
に
佳

品
な
b
。
右
の
札
に
梶
井
と
い
ふ
判
脅
す
ゑ
た
り
。
』

と
あ
り
、
西
鶴
の
一
一
一
代
男
に
は
、
『
是
よ
り
北
闘
の
さ

か
ひ
金
裸
や
・
見
ぼ
や
と
本
道
に
出
で
、
千
代
の
た
め

し
の
小
松
に
つ
き
ぬ
。
是
な
ん
加
賀
絹
の
在
所
に
て
、

家
侮
に
女
糸
機
の
梁
云
々
』
と
偲
し
て
ゐ
る
。
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四
八

年
=
一
周
加
賀
凶
の
置
か
れ
た
時
之
に
臨
し
、
同
年
六

周
回
目
加
賀
郡
管
郷
十
六
腸
四
の
中
、
八
郷
一
一
瞬
を

捌
い
て
石
川
郡
と
し
た
。
か
〈
て
加
賀
郡
の
名
は
、

仁
和
元
年
二
周
紀
に
、
加
賀
郡
揃
勧
寺
の
定
額
に
奥

っ
た
僚
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
後
室
町
時
代
に
至
っ

て
河
北
郡
と
な
り
、
務
政
の
後
寛
文
十
一
年
五
月
四

目
前
倒
綱
紀
は
命
じ
て
加
賀
郡
に
復
醤
せ
し
め
、
更

に
元
職
十
三
年
八
用
ご
十
日
再
び
河
北
郡
に
殴
め
て

今
に
及
ん
だ
。

カ
ガ
サ
ン
ガ
ジ
加
賀
三
ヶ
寺
一
向
宗
に
て
諮

如
上
人
の
頃
波
佐
谷
松
岡
寺
強
制
・
山
田
光
教
寺
慈

努
・
若
松
本
泉
寺
慈
怪
奇
加
州
一
弓
寺
と
い
号
た
。
こ

の
こ
と
は
本
願
寺
作
法
之
次
第
に
見
え
る
。

カ
ガ
シ
チ
ョ
ウ
加
賀
志
織
十
三
容
。
加
賀
の

中
金
稼
や
・
除
い
た
四
都
の
地
誌
で
あ
る
。
そ
の
第
一

容
は
建
凶
の
椴
簡
・
凶
践
の
起
原
等
に
初
る
総
設
で
、

第
二
容
以
下
各
部
別
に
郷
村
の
叙
を
渇
う
て
、
名

山
・
大
川
・
勝
.
肱
・
萄
蹟
・
神
社
・
仰
悶
・
城
跡
・
館
銑
等

に
就
い
て
記
載
し
て
あ
る
。
こ
の
替
は
森
m
m
r
次
が

草
稿
そ
残
し
て
放
し
た
の
や
・
、
昭
和
十
ご
年
鼠
子
外

奥
吉
の
務
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

カ
ガ
シ
ヨ
ジ
ン
タ
ヤ
Z

ン
ギ
加
賀
諸
紳
散
縁
起

一
mm。
閥
内
有
街
の
跡
祉
の
縁
超
を
集
録
し
た
も
の

で
、
そ
の
縁
起
の
年
総
荷
担
し
て
あ
る
。
元
疎
か
ら

嘉
永
に
来
る
も
の
が
交
っ
て
ゐ
る
。

カ
ガ
ジ
ン
ジ
ヤ
加
賀
締
結
河
北
郡
潟
端
新
に

あ
っ
て
、
前
閃
綱
紀
を
祭
る
。
潟
端
新
は
元
来
湖
畔

蹴
荻
の
地
で
あ
っ
た
が
、
延
貸
元
年
侯
は
務
の
紘
民

投
容
間
別
で
あ
る
石
川
郡
税
制
伴
の
御
小
屋
か
ら
男
女
四

十
八
人
や
・
擦
ん
で
ご
十
四
組
の
夫
締
を
つ
〈
り
、
こ

こ
に
移
し
て
抑
制
闘
の
閲
裂
に
従
事
せ
し
め
た
宮
、
'
俊


